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フランス共和国･芸術文化勲章 
「シュヴァリエ」を井上八千代さん、富山清琴さんが受章！ 

ジャポニスム 2018：響きあう魂 「日本舞踊」に出演の 2名 

10月14日、15日に シテ・ド・ラ・ミュージック（パリ）で公演 
 

 
2018 年 7 月よりパリを中心にフランスで開催中の日本文化・芸術の祭典「ジャポニスム 2018：響きあう魂」。 

その約 70 にも及ぶ公式企画では、さまざまな日本の芸術と文化を、古典から現代まで幅広く紹介しています。 

 

10 月 14 日、15 日は公式企画「日本舞踊」の公演が行われます。このたび、本公演に出演する井上八千代さん、富山清

琴さんがフランス共和国政府より芸術文化勲章「シュヴァリエ」を叙勲されることになりました。 

  

メディアの皆様におかれましては、この機会に本公演をご紹介下さいますよう、何卒宜しくお願いいたします。 

 

 

■芸術文化勲章について 

フランス共和国文化省より 1957 年に創設された勲章で、芸術・文学の領域での創造、もしくはこれらのフランスや世界

での普及に傑出した功績のあった人物が叙勲の対象となるものです。勲章にはコマンドゥール、オフィシエ、シュヴァリエの 3 段

階があります。フランス文化省が推薦し、文化大臣が決定権をもつものです。日本ではこれまで川端康成さん、坂本龍一さ

ん、松本零士さんなどが叙勲されています。 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

  

「ジャポニスム 2018：響きあう魂」とは 

日仏友好 160 年の本 2018 年、両国政府間合意に基づき、芸術の都フランス・パリを中心に、

大規模な日本文化・芸術の祭典「ジャポニスム 2018：響きあう魂」を開催中。パリ内外の 100

近くの会場を舞台に、約 8 か月間に亘り、美術展、舞台公演、映画、その他食や工芸など日本

人の日常生活により密着した文化まで含め、さまざまな日本の芸術と文化を、古典から現代まで

幅広く紹介します。会期を通じ、約 70 の公式企画を実施。東京 2020 オリンピック・パラリンピック

競技大会を前に、日本文化の多様な魅力をパリに、またパリを通して世界に向けて伝えます。 

会期： 2018 年 7 月～2019 年 2 月 

事務局： 独立行政法人国際交流基金  

公式ウェブサイト： https://japonismes.org/  

https://japonismes.org/
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■公演概要 
 

「日本舞踊」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
400 年の伝統を有する日本舞踊。人間国宝・井上八千代、富山清琴をはじめ、伝統を受け継ぐ現代を代表する舞

踊家が、日本舞踊の真髄を披露。 

日本舞踊は約 400 年にわたって受け継がれてきた日本の伝統舞踊です。日本舞踊ならではの独特のリズムから生まれ

る身体の動きは、時に繊細、時に躍動的で観る者を魅了します。今回の公演では日本舞踊の代表的な演目である『藤

娘』、『八島』、『連獅子』を上演します。 

 『藤娘』は、藤の花の精が踊るという幻想的な作品で、美しい衣裳も見どころです。それとは対照的に『連獅子』は、獅

子に扮した二人の舞踊家が勇壮に踊るダイナミックな演目です。そして『八島』は、人間国宝・井上八千代が、同じく人間

国宝・富山清琴の地唄とともに迫真の舞を披露します。日本における舞の多彩な演目を、一流の舞踊家、演奏者による

最高の舞台でお届けします。 

 

・期間：2018 年 10 月 14 日（日）15:00、 15 日（月）20:30  

※別途、13 日（土）18:00 にはシテ・ド・ラ・ミュージック–フィルハーモニー・ド・パリ音楽博物館所蔵の琴による

コンサート『Les Murmures de la soie（絹の囁き）』あり（富山清琴、富山清仁出演） 

・会場：シテ・ド・ラ・ミュージック 

・主催：国際交流基金、フィルハーモニー・ド・パリ 

・協力：KAJIMOTO、日本舞踊協会  

・出演：日本舞踊家  井上八千代、中村梅彌、花柳基、花柳源九郎、坂東はつ花、五條詠絹  

     演奏家 富山清琴、杵屋勝四郎、杵屋栄八郎、藤舎呂英  

 

 

井上 八千代（いのうえ・やちよ） 

京舞井上流五世家元。平成 12 年に井上八千代を襲名し五世家元を継承。端正な品格と柔

らかな味わいにあふれる舞姿で、独自の境地を確立。衹園甲部の「都をどり」の振付指導にもあた

る。主な受賞日本芸術院賞など。紫綬褒章受章。日本芸術院会員、重要無形文化財保持

者（人間国宝）。 

 

 

 

 

富山 清琴（とみやま・せいきん） 

平成 12年に二世富山清琴を襲名して家元を継承。東京芸術大学音楽学部邦楽科卒業。現

代の邦楽を代表する演奏家として国内外で活躍し、地歌の普及に尽力。主な受賞に文化庁芸

術祭賞、日本芸術院賞など。紫綬褒章受章。重要無形文化財保持者（人間国宝）。 

 

 

『藤娘』 『連獅子』 『八島』 ©Tomoko Ogawa 


